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トピック 
　高須教会＆芦屋教会 合同新年礼拝 
　自己診断スケール作成中 等 
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� センターでは「教会の自己診断スケール」研修会
に、齊藤主事を派遣する活動を続けています。 
　直方教会では7月8日（日）昼食後「ぶどうの会」
の中で「教会の自己診断スケール」2年目の回答・
集計を行いました。原口悦子牧師、齊藤主事を含む
12名が参加しました。 
　1年目のスケール回答では、（教会の）信仰告白
の点で弱いこと、直方教会の歴史を語り継いでいな
いことが課題として挙がりました。そこで創立記念
の4月には、過去の直方教会の様子が分かる写真を
持ち寄って説明していただくことで、教会の歩みを
振り返る時間を定期的に持つようにしました。 
　2年目のスケール回答では、教会の年間主題と『聖
書教育』のカリキュラムとの橋渡しができていない
という課題が浮き彫りになりました。2か月に1回
の教会学校リーダー会において、教会の年間主題を
どのように反映させていくかを共に考えていくこと
で一致しました。原口牧師は「この診断スケールを
することによって、もっと教会のことを話し合って
いかなければ」とおっしゃっていました。 
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7月下旬～8月の予定�
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　　　　　　　　　連合教会音楽委員長 美登恭子(高須) 
�礼拝賛美がより豊かになるために 
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　　　　　　　 　連合教会音楽委員会では、各教会・伝道所の礼拝賛美がより豊かになるために少しでもお役 
　　　　　　　 になる事はないかと言う事を考えています。それぞれの教会・伝道所でその必要は違うと思い
ますが、何をすれば良いかとアンテナを張っています。 
　そのような中、昨年は浦和教会の音楽牧師であられる山中臨在先生をお招きして、「会衆賛美」について学
びと実践の時を持ちました。 
　目からうろこの話をとても面白く話して下さり、また賛美＝音楽という概念から、「主を賛美する事、主の
栄光を賛美する事が大事」と言う事を改めて知らされる時となりました。 
　参加された方々からは是非またこんな集会を…とか、もっと山中先生のお話が伺いたい等の声が多数あがっ
ていましたので、今年もお招きして、9月17日(月・休)に行う事となりました。 
　昨年もそうでしたが、音楽関係者の集会ではない事、主から頂いている「主を賛美する」と言う特権をいか
によりよく主にささげるかを考える時にしたいと思っています。昨年同様、お話しだけでなく、先生の楽しいご
指導のもと心からの賛美を捧げる時も計画しています。昨年来られなかった方にとっても、また昨年来られた方
にとっても新しい発見がある集会となりますよう、たくさんの引き出しをお持ちの山中先生とコンタクトを取
りながら準備をしています。 
　後日、第１信をお送りいたします。是非ご予定にお入れ下さりお出掛け下さい。 
　また、教会音楽委員会は研修会等だけでなく、各教会・伝道所の会衆賛美・奏楽・聖歌隊のお悩み等の相談
窓口の役割もあると考えています。その働きを通して、教会間の協力関係の仲介や相談の役割を担えればと思っ
ています。 
　是非、教会音楽委員会をお用い下さい。 

郵便振替 01590-7-3255 　加入者名　バプテスト北九州地方連合 
通信欄に「宣教支援センター支援献金」と明記してください。 
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２年目の「教会の自己診断スケール」直方教会

直方教会の「自己診断スケール」グラフ 
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　皆様、長らくお待たせいたしました。「教会おじゃましますプロジェクト」Part.２を始めます。 
　第1回は8月下旬もしくは9月上旬に、防府教会を訪問する方向で調整を進めています。防府教会は
小野田教会との相互交流を続けています。二つの教会がどのような現実と向き合い、何を一緒に行い、
どんな未来予想図を描いているのか。率直なお話を伺いたいと思います。 
　2巡目になりますので、礼拝～教会紹介～分かち合いというこれまでの枠に捕われることなく、1
時間30分の用い方も訪問先教会に決めていただくことにしています。 
　今年度は11月に大分地区、来年2月に遠賀川地区での開催を予定しています。日程が決まり次第、
随時お知らせいたします。 

　日本バプテスト連盟では次の中長期大綱づくりに向けて、2018年度から2019年度にかけて、
地方連合ごとに「協力伝道会議」を開くことを決めました。私たち北九州地方連合では、10月8
日(月)に開催予定の「連合まつり」に、協力伝道会議の要素を盛り込むことにしました。テーマ
は「20年後の北九州地方連合そして私たちの教会」です。 
　10時の開会礼拝の後、午前中は全体討議を行います。連合諸教会・連盟が置かれている現状に
ついての発題を聴き、意見交換の時を持ちます。連盟から吉髙叶常務理事が参加してくださる予
定です。 
　私たちの連合諸教会の中には、希望の光と思えるような、新しいチャレンジをしている教会や
信徒の方がたがおられます。それぞれの取り組みをご報告いただきます。 
20年後のバプテスト教会を担うであろう子ども達には、午前／午後の特別プログラムを通して、
協力伝道の楽しさを体験してもらうことにしています。 
　午後は①分団、②子どもプログラム、③小羊会リーダー、④少年少女会に分かれて、同じテー
マの下で、対話を深めます。最後に礼拝堂に集まって、子ども達・少年少女会の報告を聴いて閉
会するという流れです。遅くとも15時半までには終わりたいと考えております。 
　毎回ご好評をいただいております「北九連マルシェ」は、今年もやります！ 
　今回から、連合青年会、連合女性会、連合壮年会の皆様方に、運営スタッフとしてのご奉仕を
お願いすることで、「連合まつり」を動かしていきたいと考えております。 
　昨年度実績の187名を超える参加を期待しております。皆様どうぞご予定ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(宣教支援センター　山田雄次) 

今度の連合まつりは「協力伝道会議」です

「教会おじゃまします」再始動

若手牧師主事勉強会を続けています
　6月29日(金)南小倉教会を会場に、第5回若手牧師主事勉強会を行いました。 
　2018年度は「説教づくり」をテーマに、講師を立てて教えていただく回と、自分たちで説教
について学び合う回を交互に、2か月に1回のペースで行う計画です。今回は谷本仰牧師を講師に
お迎えし、「誰に向かって何を語るのか」という切り口で、熱く語っていただきました。講師1名、
対象者6名、陪席2名の、計9名が参加しました。 
　終了後は希望者で夕食会をしています。それぞれの関心事や教会形成の課題を分かち合う場と
して、勉強会に負けないくらい中身の濃い対話をさせていただいています。この日は南小倉教会
の「水曜ごはん」を体験できる献立を、谷本牧師と高田敏子さんが準備してくださり、水曜午後
の学習プログラムを始めた理由や最近の「水曜ひろば」の様子を伺うことができました。 
　共に育ち合う勉強会として実績を積みつつあることを、対象者の一人としてうれしく思ってい
ます。 
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